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ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）、ＬＤ（学習障害）、アスペルガー症候群、高機能自閉症

等などの発達障害の子供たちが、専門の教員から障害に応じた特別な指導を受けることがで

きる教室です。一人でも多くの子供が在籍する学校で、特別な指導を受けることができるよ

う、「特別支援教室」は、各小学校に一教室ずつつくられます。 

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 

東久留米市教育委員会 

 

「特別支援教室」は、どんな教室ですか？ 

そのため、本市では、現在設置している特別支援学級のうち、通級制の情緒障害等

の学級が平成 28・29 年度に「特別支援教室」に変わります。 

 

特別な指導を受けるために、毎週１日程

度、子供が通っていました。 

在籍校 

通級指導学級 
設置校 

子供が行く 

 

これまで 

各学校に一教室ずつつくられる「特別支援

教室」に先生が行くことになります。 

各小学校 

拠点校 

先生が行く 

これから 

 
・これまでの通級指導学級による指導を全ての小学校で実施することで、より多くの子供が支援

を受けられるようになり、在籍校での個別指導や小集団指導を通して、子供の学力や在籍学級

における集団適応能力の伸長が図られます。 

・在籍学級担任と巡回指導教員との連携が緊密になり、指導内容の充実が図られます。 

・教職員や保護者が指導の内容を知る機会が増え、発達障害への理解が広まります。 

期待される効果 

 

                〇 知的障害 

〇 自閉症・情緒障害 

 

〇 情緒障害等 

〇 難 聴 

〇 言語障害 

本市の特別支援学級 

固定制 

通級制 

特別支援教室 

特別支援学級に籍を
置き、毎日特別支援学級
に通って指導を受ける 

通常の学級に籍を置
き、一部特別な指導を受
けるため、週１回程度、
通級指導学級に通って
指導を受ける。 



 
 

 

 

  

 

  

  

  

  

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
作 成 東久留米市教育委員会指導室 

所在地 東京都東久留米市本町三丁目３番１号 

西地区 
平成28年度 
指導開始 

第第二小学校 

◎第六小学校 

第神宝小学校 

◎第七小学校 

◎第十小学校 

第本村小学校 

第下里小学校 

◎第一小学校 

◎第三小学校 

第小山小学校 

第第五小学校 

◎第九小学校 

第南町小学校 

東地区 
平成28年度 
指導開始 

南地区 
平成29年度 
指導開始 

北地区 
平成29年度 
指導開始 

 
「◎」が付いた学校は、その地区の

拠点校を表します。巡回指導教員は、

拠点校を中心として、その地区の学校

を巡回して指導します。 

※ 地図上にある黒太線は、地区割りを分かりやすくするために便宜上引いた線です。 

この線でどの地区に入るのかを示したものではありませんのでご了承ください。 

 

特別支援教室での指導について、お聞きになりたいことがあれば、学校

の先生方や、東久留米市教育委員会指導室特別支援教育係担当者（４７０

－８０３２）までお問い合わせください。 

 

  

どんな順番で作られていくんですか？ 

 

 発達障害者支援法において、「発達障害」は「自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障
害、学習障害、注意欠陥多動性障害、その他これに類する脳機能障害であってその症状が通常低年
齢において発現するもの」（発達障害者支援法における定義 第二条より）と定義されています。 
  これらのタイプのうちど
れにあたるのか、障害の種類
を明確に分けて診断するこ
とは大変難しいとされてい
ます。障害ごとの特徴（とく
ちょう）がそれぞれ少しずつ
重なり合っている場合も多
いからです。また、年齢や環
境により目立つ症状がちが
ってくるので、診断された時
期により、診断名が異なるこ
ともあります。 
  大事なことは、その人が
どんなことができて、何が苦
手なのか、どんな魅力がある
のかといった「その人」に目
を向けることです。そして、
その人その人に合った支援
があれば、だれもが自分らし
く、生きていけるのです。 

発達障害情報・支援センターホームページより引用 

 

発達障害とは 


